
利用案内

開館時問 午前9時から午後4時30分まで。(特別展については入場

は4時まで)

休館 日 ・毎週月曜日(ただし、月曜日が祝日・振替休日に当た

るときは開館し、翌日休館)

*「県民の日」 〈6月15日(周〉は開館します。

・年末年始12月26日-1月4日

・臨時休館10月13臼へ10月16日

11月10日・12月25日

3月30日-3月31日

・展示替え等のため必要があるとき。

入館料 無料(特別展のみ有料。ただし、 65歳以上の方、身体障

害者(介護者を含む〕又は精神薄弱者、県民の日〔6月

15日〕に来館される方は観覧料が免除されます。)

団体見学 団体で来館されるときは、事前に御希望の連絡をいただ

ければ、館の概要や事業等のガイダンスをいたします。

お願い ・展示品には手を触れないでください。

・他人に迷惑をかけぬよう、館内では静かに鑑賞してく

ださい。

・館内での写真撮影・模写は許可を受けてください。

・動物などを連れての鑑賞は御遠慮ください。
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交通案内

JR総武線「千葉」駅下車圃番バスのりばから「ポートタワー」行

「美術館・郵便局前」下車1分

J R京葉線「千葉みなと」駅下車8分

〈東京方面から〉東関東自動車道「湾岸習志野」 ICから約20分
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平成4年度展

常設収蔵作品展

覧会案内

アンリ・ルソーとナイーフ美術展 5月16日(土)-6月21日(日)

ナイーフ(秦朴派)美術は、 20世紀初項にアンリ・ルソーが登場し、独創的なスタイルで秦朴な心情を表現した作品が高
い。、川口を得てから、近作美術における 互は戒として江口を浴びるようになりました、ナイーフ美術の両家たちは、ほとんど
独I羊で、その作品は自己涼の様式ですが、反i「1上 広続にとらわれない蔦かな感受性と白山な発想による表現が新鮮な世界を
生み出して、あたかも原始美術や民炊美術に通じるような内容を浩わせています(

本塵では、アンリ・ルソーをはじめ、ボーーシャン、ボンホ「7などのナイ一一フ美術の作表的な同家たちの作品を展覧し、そ
の世界を探I)ます

竹 久 重三星

亨夢1
ニ 展 9月5日出̃10月11田仲)

大正ロマンの龍児であり、 ′夏いをたたえた 上夢二式美人」で臆-世を凪擁した竹久ノ少 二(1884へ黒)3土)は、画家としてのみ

ならず、出版美術、南業デザイン、売文など帖広い分野で高批しましな
また、銚子での温石をもとに作られた詰「膏仕草」に代表されるように、丁・葉県にVl)か号の深い作家でもあります.夢

‾

の芸術は、愛と流浪の人生を映し出し、哀愁と雷的な余潮に満ちた叙情世界がうたいあげられています、臆 近年、夢二への閥
心と芸術への評価が高まり、多角的な研究とともにその千台木像が紹介されるにつれ、ますます多くの人々の心を魅了してい
ます

本展では、わが国有数の夢 二コレクションである河村コレクションを公開し、ノダ 二の足跡とその業組を再伸;思します

4月1日㈱巾3月28日(日)

本館が収蔵する日本画、洋画、彫刻、丁芸、書、版画の中から、年間を3期にわけ

て各テーマ等に基づき展覧するほか、新たに取成された作品を紹介します。 (準備等

のため間催されない期間や、開催期間中の展示番があります。)

石井光楓展 房総の美術家シリーズ⑳ 11月21日(土)…12月2凋㈱

/京総の美術家シリーズは、房総に生まれ、あるいは定住して、近代日本美術界にお

いて活躍し、美術振興のために貢献した美術家の再発見と顕彰をめざしています。

今年度は、夷隅郡大原町に生まれ、長くヨ一口ツハ留学を経た後、春陽会を舞台に

清聴した洋画家の石井光楓(1892へ1975)に焦点をあて、回顧します。

篇3回浅井忠語念営農 1月16日(土)…2月21日値)

宮城2牛皮第2回展に引き続き、千葉県ゆかりの近代洋画の先覚者浅ナ白山)業績を

記念し、その願彰と現代美術の振興に寄与するだめ、 「リアリズムの追求臆」を主題と

して、当[副午晶を全国公募し、入賞・入選作品を展覧しよす。

第16回千葉県移動美術館
大原町文化センター 11月12日㈱へ11月25日㈱

大栄町コミュニティプラザホール11月28日(土)-12月10日㈱

侭れだ美術作品を、より多\くの県民の方々に館員していただくだの、 「「本圃、洋画、

彫刻、工芸、吉、版画の各分野から館収載作品を中心に巡同展を問催します、
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弟l(中ロ†申友好書道脹 4 21へ26

剃8同点「即了英術大学校友会千葉県支部展1 28-5 :う

第19i可千葉新協喪 4ノ28へ5(4

竹12国手葉美術工芸展 4 28へ5 10

第18回本会彫刻展 4 28へ5 10

弟23口実美妓 5(5-10

第16ii川口)県展 5 12-1了

祐主神Ii千一葉音正アマ子音′、ノー美術会塵∴5 1主-24

弟19回千虹会し丁本画展 5ノ19一31

瑳㍍【申二科会「良友都塵

杵期中「∴葉県高田窃会康

雄18回狭展

在15回細、酬吊上「葉県支部東

海15回千葉一楊喪

「子音訊く彩艮

「葉幼「,出卸間長

打1了川対生全般

杭了旧日本画四季民
事2用申己念ノ」ぐ彩通航「子葉支部嘆

「黒∴紀英

子高潮中「葉県小申出交吉′子輿

着10回用」を拓く救命‾美術康

雄21申子葉音上勤労’者文化脹

梢悦民

需2川中子飾」水割帖卵子全連合会尿

5 26へ∴‖
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千葉県立美術館平面図

平成4年度展示室利用団体

第78回習美会初夏展 7/ノ21 -26

第9回千葉中美展 7ノ21-26

第26回軌雲会全円菩道展 7 121へ26

第21凹写真千葉県展 7121-8 2

冶13回龍峡書道会千葉尿 ナノ28-8 2

「」本水彩面会第8回千葉県支部尿≒ 了28-8 2

第30田所i哨己美術協会千葉支部展 8 iト11

第1利口恨美会展 8 11-16

太平洋美術会千葉支部展 8 11-16

千葉県両町村職員共済組合文化展 8 11-1(う

千葉県高校芸術祭第25回合同写真照∴ 8 18へ→2:う

第6回白面会千葉‾星出展

萄22回いてふ会彫刻展

祖2用峠一宿火菩提一千期圧迫連盟喋

弟2(恒廿∴葉高教減員芙1相良

第 一美術協会千葉県支部辰

雄32回向扇書道会成

算24凹フナノンシー洋画展

弟22回折楢造千葉支部販

笹15回「ふ葉冨坦会展

第24回千葉親展

冷15回「黒県′写真張

窮42回デザインフェス?CH萱BA

狐)9廿千葉県勤労者美術展

弟8同日本書道子会千葉県道蛙

8 18-23

8 18へ/30

8 25-(用

8 25一:汽)

8 25-(対)

() 1-(う

() 8-13

() 8-13

く) 15-20

9 15へ20

9 15-2了

9 22へ/2了

9 22へ2了

9 二!2←2了

揮5回「実直′川」養護字校児立坪封㌫濃 9 2(ト10 1

弟引〔エロ葉県教育二罰臣奈 10 (ト11

窮12回∴出会写真部「黒と都塵 10 (ト11

算出可「-葉県美術展覧会(県展) 10 1了-11 8

千葉県「親交芸術祭

「美術・ i二芸・書道作品展臆」 11 11-2:う

第4田子字会書展 11,′/25-29

弟巨)国文化信也重合余公募尿 Ill′′25へ29

ダネラ展 11′′′25-29

祢プロ中二とも県展 1211/(1へ13

今日の大仙を考えろ余塵 12/′′15へ24

与川出航中と二つ十十詰7臆」ン年一月 12,l115へ24

登龍社・宮城会吉初展 1,/′5-10

1上白つ士写真展 1′′′(12-17

弟4間口本章謡の‖喋 11′′12へ17

弟20回「膏;印当別友・粁世塵 111′ノ21へ26

雄26回予期音盤人グラフ会則出口良 1′ll(21へ26

「寒天半枚千丁需膜術料亭剃伸一展 l(′26」)1

弟26回千葉大学学生書道展 11/126へ31

第10回千葉県医師会美術展 l,′′(26-31

第35田子財制、中養護学校児事生徒吾写展1 ′′26-31

千葉市観光絵画と写真コンク一所乍品畏 211′2へ7

第8四書星選抜展
第45回千葉県小中高校書初膜

群的吉人尿
第18回子ども造形展

幕張北高校書道卒業制作展
第16回唱和会書展

第18回千葉県民写真展

和洋女子大学卒業展
第23回千葉県大学美1精皇脱展

第24回千葉市民美術展

第4(用書星教育部展

2′12-7

2,′2-7

21′′9へ14

2(lノ19-14

2′19へ14

2′16へ21

2116-28

2(lノ123- 28

21123ー28

3′2-21

こうl(23へ28

※展覧会内容・日程については変更することがありますので、事前に、館あるいは主催者にお問い合わせください


